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とおく．

(1) 任意の正整数 n に対して ®n + ¯n は整数であることを証明せよ．

(2) 実数 r に対して r を超えない最大の整数を [ r ] で表し，r の小数部分 frg を frg = r¡ [ r ] と定義

する．このとき，2 個の極限値 lim
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f®2ng; lim
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